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トマト有用遺伝子源の探索

以下では、本研究室所属の学生（当時4年生）がタイに留学して実施した「ケールの水耕栽培」に関する研究の研究成果を纏めて国際
学会で発表した内容を、一部抜粋して紹介します。

野菜園芸学研究室では、野菜の生理生態（植物がどのように育つか、
どんな条件にどの様に反応するか）に関わる基礎的な研究と共に、生
産上問題となる病害虫の防除や、有用な遺伝子源の探索に関わる応用
的な研究を行っています。以下では、本研究室の学生が卒業研究とし
て取り組んでいるテーマの一部を紹介します。

担当：鍋島朋之（助教）

構成員（R2年7月）
教員2名
博士後期課程 1名
修士課程 1名
学部４年生 3名
学部３年生 4名
留学生（タイ2名）
共同研究員 1名

植物も人間と同じように病気にか
かります。この中には、ウイルス
や細菌のような病原体による感染
症もあります。本研究室では植物
病原体のうち、ウイロイドと呼ば
れるものに対して抵抗性を付与す
る“ワクチン”の開発を目指して
います。写真は、開発中のワクチ
ンを植物に接種しているところで
す。

トマトを人工光を使って24時間日
長（夜が無い）で育てると、写真
の右のような状態になり、著しく
生育が落ちます。しかし、野生種
トマトの中には日長を長くしても
耐える種があります。このような
遺伝子源を探索、栽培種に導入す
ることで、植物工場のような高資
本投入型農業に適した品種を作り
たいと考えています。

ニンニクの品種改良

ウイロイドワクチンの開発 トマト果実の整理障害

ニンニクの品種改良、機能性
成分含量の向上などを目指し
た実験をしています。現在は、
コルヒチンという薬剤を使っ
てゲノムを倍化させた植物体
を作出しています。写真は、
学生が実験のために顕微鏡下
でニンニクの芽を摘出してい
るところです。将来はゲノム
編集にもチャレンジしたいと
考えています。

トマトの果実表面に、非常に
微細なひび割れ（マイクロク
ラッキング；MC）が生じる
ことがあります。MCが生じ
たトマトでは水分が失われる
ため、棚持ちが悪くなります。
本研究室ではMCと生育条件、
肥料成分などの関わりを調査
しています。


